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２. 公開講座
　当センターでは、専門職向けの講座を「公開セミナ 」ー、一般の方向けの講座を「公開講座」として毎年度開催し
ています。公開セミナーは本学教育の特徴である「IPW（専門職連携）」と「リーダーシップ」をテーマとし、公開
講座は時勢やニ ズーに合わせたテーマを年度ごとに設定しています。2014 年度公開講座は地域の専門職の関心が
高い「リーダーシップ」「発達障がい」および一般市民が参加しやすい「認知症予防」「モチベーションアップ」をテー
マに実施しました。
1 公開セミナー①　リーダーシップに関する公開セミナー
1. 概要
タイトル：「対人援助の現場でいかす リーダーシップを磨こう！」
日時：2014 年 6 月14 日（土）13 時 30 分～ 16 時 30 分
講師：生利 喜佐男 氏（コミュニケーション･ホーム喜舎代表・医療分野専門人材育成コンサルタント）
対象：保健医療福祉の専門職者他
参加者：定員 100 名 参加 123 名 申込 132 名（出席率 93.2％）
アンケ トー回収：116 件（回収率 94.3％）
2. 参加者職業内訳（合計 123 名）
保健・保育・教育
9％
大学・院生
1％
福祉
50％
医療
41％
福祉の専門職・・・ 介護福祉士、ユニットリーダー、ケアマネージャー、施設長、
 機能訓練士、生活相談員など
医療の専門職・・・ 看護師、理学療法士、医師、医療事務など
保健、保育、教育の専門職、大学・大学院生
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3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「リーダーシップについて学び、職場の雰囲気、仕事の効率を高められたらと思ったから」、「まとめる立場に
あるので、スタッフのモチベーションを上げ、まとめて、リーダーシップがとれるコツやポイントを学びたい」など、
日常の仕事に役立てたいと参加した方、また「コミュニケーションが原因でうまくいかない事が多 あ々り、少しで
も解決への糸口を見つけたい」、「リーダーを行っている中で、メンバ とーどう関わっていったらいいのか？リーダー
の役割とは何か？どう動いていったらいいのか、戸惑い、分からなくなってしまったため」など、日頃からリーダー
シップの在り方について悩んでいるという方々の声が全体の半数を占めました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　94％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答しました。「職場に戻って何をするべきか、何が
できるか、具体的なやり方を学ぶ事ができた。」「日々の仕事の中に取り込める具体的な事が多かった。」、「自
分の態度や行動を見直すきっかけとなることができた。」など、セミナーの内容に関して、ほとんどの参加者か
らとても勉強になったと前向きなコメントをいただきました。
設問 4　今回の講座の感想
　「話がおもしろく理解しやすかった。実在する人物や実例に基づき、話をされていた為、納得できた。」「様々
な職種が集まり、良い刺激となった。」など、先生の講義手法の巧妙さに触れる方、多職種の専門職者が一堂
に会して学ぶ機会の貴重さを感じた様子がうかがえました。また、「リーダーシップとはコミュニケーション技術
が大きく関わることが分かった。」、「リーダーシップとヘッドシップを勘違いしていたのがわかって良かった。」、「明
日からに活かせそう。演習もあったのですぐに行動できる気がする。」など、これからの実践につなげたいとい
う意欲を持った方が多かったようです。
2 公開セミナー②　発達障害に関する公開セミナー
1. 概要
タイトル： 「発達障がいを持つ人達の思春期、青年期の心理的支援・生活支援・就労支援
 ～多職種連携による地域支援ネットワークの展望～」
日時：2014 年 7月 26 日（土）13：30 ～ 16：30
講師：進藤 義夫 氏（特定非営利活動法人 障害者支援情報センター 理事長）
シンポジスト： 和田 里美 氏（医療法人社団至空会 ワークだんだん）【精神保健福祉士】
 鈴木 厚志 氏（京丸園株式会社 園主）
 内山 敏 氏（浜松市発達相談支援センタールピロ 所長）【臨床心理士・小児発達学博士】
コーディネータ ：ー佐々木正和（本学社会福祉学部助教）
対象：保健・医療・福祉の専門職者
定員：100 名
参加：139 名
申込：177 名（出席率 84.8％）
アンケ トー回収：106 件（回収率 76.3％）
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2. 参加者職業内訳（合計 139 名）
福祉
39％
医療・保健
21％
教育・保育
10％
行政 9％
心理 5％
大学・院生 4％
その他
10％
雇用 3％
福祉の専門職…	精神保健福祉士、相談員、生活支援員、
	 就労支援事業所、職業指導員、介護職、
	 ケアワーカー、相談支援専門員、社会福祉士、
	 訪問介護員、児童厚生員、他
医療・保健…	 看護師、保健師、助産師、作業療法士、薬剤師、
	 児童精神科精神保健福祉士、小児看護専門看護師、他
教育・保育…	 小中高大教員、養護教諭、人材開発担当、
	 特別支援学校進路指導、保育士
行政の専門職…	行政職員、ソーシャルワーカー、養護教諭、
	 小中高大教員、特別支援学校進路指導、他
心理の専門職…	カウンセラー、スクールカウンセラー、
	 臨床心理士、児童心理士、他
3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　半数以上の方が「発達障がい者と関わる仕事をしている（する予定の）ため、今後に役立てたい」という目的
で参加されたことが分かりました。また、「発達障がいを持つ方の特性を理解したいと思ったから」、「発達障
がいについてさらなる理解と支援の方法を学びたかった」「身内（自身を含む）に発達障がい児をもつため、今
後に役立てたい」など、事例から具体的な方法を学んで実際にに活かしたいと考えて参加された方が多いこと
もうかがえました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　80％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答されました。「多職種連携の大切さを知り、医療・
福祉のコーディネ トーが利用者さんにとってとても必要なことだと改めて実感しました」、「多くの事例を知ること
で、どのような支援（対応）が必要かを再確認できた」、「支援についていろいろな機関があることが分かった」
という意見が聞かれました。
設問 4　今回の講座の感想
　「お話が分かりやすく、具体的な事例もたくさん出て、自分にも明日からできることがあると気付くことができ
た」、「支援を楽しむことが大切だと思った」など、たくさんの専門職の方に学びと気付き、そして励ましがあっ
たことがうかがえました。また発達障がいの当事者の方やご家族の方からも「子供に対して持っていた疑問が少
し理解ができた」、「相談に行く窓口を知る事ができ、考え方もヒントをもらうことができた」などの声をいただ
きました。
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3 公開講座①　認知症予防に関する公開講座（全 3 回）
1. 概要
タイトル：「認知症を予防しよう」
各回テーマ・日時・講師：
第 1 回 第 2 回 第 3 回
テーマ 認知症を知ろう
認知症予防！認知症
リハビリテーション
認知症予防とアロマセラピー
日付 9 月 4 日（木） 9 月 6 日（土） 9 月11日（木）
時間 13：30 ～ 15：00 13：30 ～ 15：00 13：30 ～ 15：00
講師
聖隷三方原病院
浜松市認知症疾患医療センター
センター長　磯貝 聡 氏
リハビリテーション学部
作業療法学科　建木 健 助教
看護学部　村松美恵 助教、
講師支援：助産学専攻科
非常勤講師　大石恵美子 氏
対象：一般の方（主にご高齢の方）
定員：各回 50 名⇒好評につき第 1・2 回を100 名・第 3 回を 80 名まで増やしました。
【全 3 回延べ】参加：247 名 申込：295 名（出席率 83.7％）
【第 1 回】参加：87 名 申込：106 名（出席率 82.1％）
【第 2 回】参加：88 名 申込：100 名（出席率 88.0％）
【第 3 回】参加：72 名 申込： 89 名（出席率 80.9％）
アンケ トー回収：
【第 1 回】71 件（回収率 81.6％）
【第 2 回】65 件（回収率 73.9％）
【第 3 回】48 件（回収率 66.7％）
2. 参加者（合計 124 名）
内訳：男性 33 名、女性 91 名
平均年齢：60.74 歳
3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「最近物忘れが増え、認知症に対する不安感がある」、「自分は認知症になって周りに迷惑かけたくない」とい
う自らの予防のため、「母の認知症の発症により、病気について知りたいと思ったから」、「妻が初期認知症であ
るため」など、認知症に対する知識を深めてご家族の介護に役立てたいという方、「介護の仕事をしているため、
認知症に対しての知識を深めたいと思った」など、職場で活かしたいという方々の声がありました。第 3 回は、「介
護の現場でアロマセラピーを導入したい。そのために必要な知識を得たい」など、現在アロマセラピーを行って
いる方や今後取り入れたいと考えている方が多く参加していることが分かりました。
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設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　第 1・2 回は 80％以上の方が、第 3 回についても 61％の方が「達成できた」と回答しました。
理由としては、「アルツハイマー型認知症についてとてもよく理解できた」、「生活習慣病の注意事項など参考になっ
た」など、具体的な事案が聞けて分かり易かったことについて満足の声が多くありました。（第 1 回）
　「今後の生活態度に目標を持てた」、「ケア、関わり方を学べた。考え方で接し方が大いに変わると思った」、「認
知症の人に対しての関わり方を具体的に教えていただきとても勉強になった」など、回を重ねて認知症のことが
より深く理解できたという声が多くありました。（第 2 回）
　「精油も種類がたくさんあるので、選ぶのに迷う事があるが、今回は認知症予防やリフレッシュに重点をおい
て紹介されていた為、勉強になった」、「香りの効果が認知症を看護している人にも良い。良い香りで脳に刺激
を与える事が予防につながるという事が良かった」などの声のほか、「もう少し具体的な方法・内容を聞きたかっ
た」、「アロマ使用前後のデータなどを出してほしかった」などの声も挙がりました。（第 3 回）
設問 4　今回の講座の感想
　「講義内容がわかりやすく、理解を深めることができた」、「参加してよかった」、「次回以降、具体的な話が聞
けるのが楽しみである」（第 1 回）
　「分かりやすい説明だった。ビデオも良かった」、「今後の生活行動に活かしたい」、「仕事に役立てたい」（第2回）
　「アロマの基礎が学べて良かった。たくさんの香りを体験できて良かった」、「日常生活に取り入れていきたい」
などの感想が聞かれました。（第 3 回）
4 公開講座②　モチベーションに関する公開講座
1. 概要
タイトル：「ハ ドールを越える」
日時：2014 年 11 月1日（土）13：00 ～ 14：00
講師：為末 大 氏（一般社団法人アスリ トー・ソサエティ 代表理事）
対象：一般の方
定員：先着 400 名
元陸上競技選手で 400 ｍハ ドール日本記録保持者の為末大氏を講師にお迎えし、ご自身の経験を踏まえて、
挑戦することの大切さや壁にぶつかった時の対処法、モチベーションの保ち方などについてご講演をいただきま
した。一般の方、本学学生、卒業生、修了生および教職
員など約 360 名が聴講しました。
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